
日
本
共
産
党

品
川
区
議
団
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決算に対する各会派の意見表明平成19年度 各会派からの原稿どおり
掲載しています。決算に対する各会派の意見表明

品
川
自
民
党
区
議
団
は
、
平
成
19

年
度
品
川
区
一
般
会
計
・
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
・
老
人
保
健
医
療
特

別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
の
各

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
致
し
ま
す
。

濱
野
区
長
が
初
め
て
編
成
し
た
予

算
を
執
行
し
た
本
決
算
は
、
実
質
収

支
額
約
27
億
９
千
９
百
万
円
、
単
年

度
収
支
額
約
９
千
万
円
の
黒
字
で
あ

り
ま
し
た
。
投
資
的
経
費
の
大
幅
な

減
少
に
よ
り
前
年
度
対
比
マ
イ
ナ
ス

の
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
種
財

政
指
標
も
良
好
な
数
値
が
示
さ
れ
て

お
り
、
品
川
区
財
政
は
健
全
性
が
維

持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
19
年
施
政
方
針
の
重
点
課
題

で
あ
り
ま
し
た
、
子
育
て
支
援
・
教

育
改
革
、
高
齢
社
会
対
策
、
安
全
安

心
の
社
会
づ
く
り
、
環
境
対
策
、
行

政
改
革
の
推
進
な
ど
積
極
的
な
事
業

展
開
が
図
ら
れ
た
も
の
と
評
価
致
し

ま
す
。
し
か
し
、
都
区
間
の
役
割
分

担
に
つ
い
て
は
現
在
も
ま
だ
論
議
が

継
続
中
で
あ
り
、
早
期
解
決
の
見
通

し
が
た
た
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
や
、

社
会
構
造
・
環
境
の
大
き
な
変
化
、

さ
ら
に
世
界
金
融
情
勢
の
変
動
、
経

済
の
減
速
の
影
響
も
加
わ
り
、
区
の

抱
え
る
課
題
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
耐
震
化
全
校
実
施
、
障
害
者

施
策
、
商
店
街
支
援
等
、
我
が
会
派

が
区
民
の
方
々
か
ら
お
聞
き
し
、
決

算
委
員
会
に
お
い
て
指
摘
、
政
策
提

言
を
し
ま
し
た
項
目
に
つ
き
、
前
向

き
に
捉
え
、
策
定
中
の
長
期
基
本
計

画
・
総
合
実
施
計
画
に
反
映
し
、
実

現
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

品
川
自
民
党

区

議

団

日
本
共
産
党
は
一
般
会
計
、
国
保
、

介
護
の
各
会
計
決
算
の
認
定
に
反
対

し
、
老
人
保
健
会
計
決
算
は
認
定
し

ま
す
。
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

q
暮
ら
し
が
た
い
へ
ん
な
の
に
住
民

税
や
国
保
料
を
値
上
げ
。
品
川
区
の

基
金
は
１
５
０
億
円
余
も
積
み
増
し

て
７
０
０
億
円
を
超
え
ま
し
た
。「
健

全
財
政
」
と
い
い
ま
す
が
、
毎
年
10

人
ほ
ど
し
か
入
れ
な
い
区
営
住
宅
や

認
可
保
育
園
の
増
設
、
商
店
街
装
飾

灯
の
電
気
代
補
助
の
増
額
な
ど
区
民

要
望
に
応
え
る
べ
き
で
す
。

w
大
崎
、
大
井
町
、
武
蔵
小
山
の
再

開
発
に
昨
年
36
億
円
余
の
補
助
金
を

投
入
し
ま
し
た
。
区
内
に
は
空
室
が

３
万
戸
を
超
え
、
ビ
ル
の
風
被
害
も

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
開

発
は
見
直
し
て
環
境
対
策
と
住
宅
耐

震
化
こ
そ
強
化
す
べ
き
で
す
。

e
学
校
統
廃
合
計
画
を
強
引
に
す
す

め
る
の
は
や
め
て
父
母
、
住
民
に
説

明
す
べ
き
で
す
。
一
部
の
学
校
で
実

質
的
な
「
少
人
数
学
級
」
を
導
入
し

ま
し
た
が
、
全
校
実
施
を
求
め
ま
す
。

r
介
護
保
険
会
計
は
低
所
得
者
に
重

く
な
る
保
険
料
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

削
減
し
基
金
が
20
億
円
を
超
え
ま
し

た
。
保
険
料
減
額
で
区
民
に
還
元
す

べ
き
で
す
。
国
保
料
値
上
げ
で
加
入

世
帯
の
28
％
が
滞
納
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
値
下
げ
を
求
め
ま
す
。

t
品
川
区
基
本
構
想
は
理
念
の
第
一

を「
国
際
都
市
品
川
」と
し
て
大
規
模

開
発
を
前
面
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

区
民
は
高
齢
者
福
祉
や
子
育
て
支
援

を
望
ん
で
い
ま
す
。
区
民
要
望
を
第

一
に
す
る
長
期
計
画
を
求
め
ま
す
。

品
川
区
議
会

公

明

党

民
主
品
川
会
派
を
代
表
し
、
平
成

十
九
年
度
の
品
川
区
の
決
算
に
つ
い

て
意
見
表
明
を
行
い
ま
す
。

品
川
区
一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
、

同
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
歳
入
・

歳
出
、
同
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

歳
入
・
歳
出
、
同
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
・
歳
出
に
つ
い
て
認
定
を
致

し
ま
す
。

決
算
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
歳
入

と
歳
出
を
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
普

通
会
計
の
実
質
収
支
は
約
二
八
億
円

の
黒
字
、
経
常
収
支
比
率
は
七
二
・

五
％
、
人
件
費
比
率
は
二
二
・
三
％

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
米
国
経
済
の
不
況

下
で
世
界
の
国
々
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
て
来
て
お
り
ま
す
が
、
わ
が

国
内
で
も
、
中
小
零
細
企
業
や
事
業

者
の
間
で
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
を
始

め
、
鉄
鋼
材
料
費
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
企
業
の
倒
産
、
失
業
者
の
増
大

な
ど
深
刻
な
雇
用
労
働
問
題
も
発
生

し
、
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
品
川
区
は
今

後
と
も
引
き
続
き
健
全
な
財
政
確
立

と
財
政
運
営
に
努
め
る
と
共
に
、
今

次
決
算
特
別
委
員
会
の
審
議
を
通
じ

て
、
私
達
の
会
派
の
中
か
ら
出
さ
れ

ま
し
た
地
域
及
び
区
民
の
声
と
政
策

要
望
等
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

新
し
い
長
期
基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
く
中
で
、
ま
た
新
年
度
の
予

算
編
成
の
際
に
お
い
て
も
、
よ
く
検

討
さ
れ
、
区
政
発
展
の
た
め
に
反
映

さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
を
し
、
意
見
表

明
を
終
わ
り
ま
す
。

民
主
品
川

品
川
区
議
会
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
は

平
成
19
年
度
一
般
会
計
、
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
、
老
人
保
健
医
療
特

別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の
各

歳
入
・
歳
出
決
算
を
認
定
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
決
算
は
、
行
財
政
改

革
に
よ
り
事
業
の
所
要
人
員
の
見
直

し
や
、
事
務
事
業
の
効
率
的
執
行
に

努
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
健
全
財
政

を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

一
般
会
計
の
歳
入
が
約
１
千
300
億
円

の
中
、
収
支
は
約
28
億
円
の
黒
字
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
他
に
約
107
億
円

を
施
設
整
備
基
金
に
積
み
上
げ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
約
747
億
円
の

基
金
を
蓄
積
し
た
財
政
基
盤
は
高
く

評
価
で
き
ま
す
。

さ
て
品
川
区
民
の
生
活
実
態
を
見

据
え
ま
す
と
、
資
材
の
高
騰
に
よ
り

大
半
の
中
小
零
細
企
業
は
、
売
り
上

げ
や
利
益
が
減
少
し
廃
業
や
倒
産
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
個
人
所

得
が
伸
び
悩
む
中
、
生
活
必
需
品
の

急
激
な
高
騰
に
よ
り
、
区
民
の
家
計

は
苦
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
国
で
決
め
た
高
齢
者
の
医
療
・
介

護
や
障
害
者
福
祉
制
度
は
、
所
得
が

少
な
い
区
民
に
更
な
る
負
担
を
強
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
企
業
や
区
民

の
努
力
だ
け
で
は
何
も
改
善
で
き
ず
、

国
や
都
も
当
て
に
で
き
ま
せ
ん
。
社

会
福
祉
の
観
点
か
ら
正
に
今
、
生
活

に
困
っ
て
い
る
同
じ
区
民
を
、
区
民

の
税
金
で
も
っ
と
支
援
す
る
政
策
を

要
望
し
ま
す
。
ま
た
未
来
を
担
う
一

人
一
人
の
子
ど
も
に
向
き
合
え
る
教

育
環
境
を
、
早
急
に
整
備
す
る
事
を

要
望
し
ま
す
。

品
川
区
議
会

無
所
属
ク
ラ
ブ

品
川
区
議
会

無
所
属
の
会

品
川
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

２
０
０
７
年
度
一
般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
、
老
人
保
健
医

療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計

の
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

し
ま
す
。

07
年
度
決
算
か
ら
導
入
さ
れ
た
財

政
健
全
化
指
標
は
満
た
し
て
い
ま
す

が
、
予
算
執
行
率
は
低
く
、
使
わ
れ

な
か
っ
た
額
は
59
億
円
に
の
ぼ
り
、

区
の
基
金
は
当
初
予
算
の
86
億
円
か

ら
152
億
円
に
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

自
治
体
行
政
の
第
一
義
は
区
民
の

福
祉
向
上
で
す
。
特
に
困
難
を
抱
え

た
人
た
ち
へ
施
策
の
充
実
を
求
め
ま

す
。
子
育
て
支
援
は
子
ど
も
の
生
き

る
力
を
応
援
し
、
子
育
て
を
協
力
し

合
え
る
地
域
の
環
境
整
備
も
必
要
で

す
。
女
性
の
働
き
方
は
子
ど
も
が
病

気
で
も
休
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

30
年
前
か
ら
す
す
ん
で
い
ま
せ
ん
。

特
定
事
業
者
と
し
て
男
女
が
と
も
に

働
き
子
育
て
が
で
き
る
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
構
築
を
望
み
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
共
同
事
業
は
評
価
、

委
託
料
の
算
出
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

全
庁
で
一
貫
し
た
適
正
な
評
価
基
準

に
な
る
よ
う
見
直
し
を
求
め
ま
す
。

区
が
取
り
組
む
市
民
と
の
協
働
は

評
価
し
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
情
報
の

開
示
と
共
有
が
不
可
欠
で
す
。
住
民

自
治
を
基
本
に
多
様
な
市
民
や
団
体

に
よ
る
問
題
解
決
の
機
会
を
設
け
て

い
く
こ
と
は
行
政
の
重
要
な
役
割
で

す
。
新
た
な
基
本
構
想
の
実
現
に
は

市
民
・
行
政
・
議
会
で
構
成
さ
れ
る

自
治
体
の
基
本
理
念
と
運
営
ル
ー
ル

を
定
め
た
自
治
基
本
条
例
の
策
定
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

（ （

平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計
・
国

民
健
康
保
険
事
業
会
計
・
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会

計
の
各
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
し
ま

す
。決

算
の
概
要
は
、
歳
入
、
歳
出
総

額
と
も
前
年
を
下
回
る
緊
縮
型
と
な

っ
た
一
方
、
経
常
収
支
・
人
件
費
比

率
や
財
政
健
全
化
新
指
標
数
値
か
ら

は
、
区
財
政
の
健
全
性
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
内
容
に
お
い
て
は
、

子
ど
も
す
こ
や
か
医
療
費
助
成
や
す

こ
や
か
児
童
手
当
及
び
介
護
予
防
事

業
の
拡
充
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
、
公
明
党

が
推
進
し
て
き
た
施
策
を
含
め
、
区

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
重
点
的

な
施
策
が
促
進
さ
れ
る
な
ど
、
予
算

の
適
確
な
執
行
に
努
め
ら
れ
た
こ
と

を
評
価
し
ま
す
。

尚
、
今
後
の
社
会
情
勢
は
、
区
行

政
を
含
め
区
民
生
活
、
区
内
中
小
企

業
な
ど
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
厳
し
い

局
面
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
区
に
あ

っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
納
税

や
各
種
基
金
の
創
設
な
ど
に
よ
る
歳

入
の
確
保
に
努
め
ら
れ
、
先
行
き
不

透
明
な
経
済
状
況
に
対
し
、
区
民
生

活
や
中
小
企
業
な
ど
へ
の
効
果
的
な

施
策
の
展
開
に
特
段
の
努
力
を
傾
注

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
耐
震
化
や
乳
が
ん
検
診
、

振
り
込
め
詐
欺
対
策
な
ど
、
喫
緊
の

課
題
に
対
し
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ

る
適
切
な
対
応
を
強
く
求
め
ま
す
。

平
成
19
年
度
品
川
区
一
般
会
計
お

よ
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

賛
成
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
実
質
収
支
は
約
28

億
円
の
黒
字
、
実
質
収
支
比
率
は

３
・
０
％
、
経
常
収
支
比
率
は
72
・

５
％
、
公
債
比
率
は
６
・
１
％
、
人

件
費
比
率
は
22
・
３
％
な
ど
各
種
指

標
か
ら
健
全
財
政
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
の
日
本
経
済
の
成
長

率
は
前
年
度
比
１
・
６
％
増
と
昨
年

度
よ
り
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て

お
り
、
原
油
高
の
高
騰
や
米
国
経
済

低
迷
に
加
え
、
年
金
問
題
な
ど
、
将

来
の
生
活
に
対
し
不
安
な
情
勢
の
中
、

財
政
的
な
負
担
感
も
さ
ら
に
強
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢

の
中
で
品
川
区
は
、
健
全
財
政
を
堅

持
し
、
不
安
定
な
経
済
状
況
に
も
対

応
で
き
る
財
政
力
を
蓄
え
、
区
民
の

ニ
ー
ズ
に
答
え
る
べ
く
、
効
率
で
効

果
的
な
財
政
運
営
の
元
、
積
極
的
な

事
業
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

品
川
区
新
基
本
構
想
の
最
大
の
特

徴
で
あ
る
、
協
働
と
い
う
視
点
は
、

今
後
の
品
川
区
の
あ
り
方
を
大
き
く

変
え
る
も
の
で
す
が
、
も
っ
と
も
困

難
な
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

区
の
役
割
、
区
民
の
役
割
、
各
種
機

関
の
役
割
を
明
確
に
し
、
責
任
を
持

っ
て
、
区
民
自
ら
も
問
題
解
決
に
関

与
し
て
い
く
と
い
う
意
識
改
革
を
必

要
と
し
ま
す
。
多
様
化
す
る
区
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
よ
り
地
域
の

実
情
を
知
り
、
専
門
的
知
見
の
構
築

を
図
り
、
濱
野
区
長
の
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
で
こ
の
新
基
本
構
想
が
実

現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。


